
                        共育て 

梅雨入りと聞くと少し憂鬱な気分になってしまいますが、子どもたちはこの時期ならではの遊びを楽しんでいます。体調に配慮し

ながら、日本の四季を体いっぱいで感じていって欲しいと思います。 

先月末に 2,3 歳児クラスの懇談会を行いました。「新年度すぐではなく、子どもたちの様子を知った上で、保護者の皆さんとお話し

たい。」という担任の声があり、敢えてこの時期にさせていただきました。前半は園からのお話でしたが、後半は座談会やゲーム大会

となり、子育て中ならではの悩みを「一緒だね…」と共感したり、日ごろ子どもたちが楽しんでいるゲームで盛り上がったり、保護

者の皆さん同士、クラス担任、どちらもつながりが合っている様子が伝わってきました。懇談会以外でもこのような機会を増やして

いけると良いなと思いました。 

少し固い話になりますが、保育園では子育て支援が保育者の大切な仕事の一部として位置づけされています。保育園では「支援」

と上からではなく、保護者の皆さんと一緒に”共育て“ができればと思っています。”共育て“とは保育者と保護者の皆さんとが手を

つなぎ合い、支え合い、成長し合うことです。（以前、研修で学びました。） 

子どもが転んで「痛い！」と泣いた時、皆さんならどんな声をかけますか？ 

Ａ「そんなの大丈夫、大丈夫」 

Ｂ［痛かったね」 

Ａは、大げさにせず、子どもが落ち込まないように励ましているようにも取れます。 

Ｂは、子どもの心に共感しています。 

乳幼児期の子どもにはまず、Ｂの声かけが必要です。保育者も様々な場面で、特に例のようにネガティブな場面では、先ず子どもの

心に共感することを大切にしています。共感を繰り返されて育つと、幼児期でもＡの対応で立ち直れるようになります。それでも頑

張って立ち直った後は、必ず「強かったね！」等と一言前向きな声かけが必要です。Ｂの声かけが「なかなか出来ていないかも…」と

共感するのが難しく感じた人は、自身の心にゆとりが持てていない可能性がありそうです。家、保育園、職場を行き来する忙しい毎

日…本来は、ゆとりこそが生活に一番大切なはずですが、現代のお父さんお母さんは忙しすぎるのです。ゆとりが欠如すると、人へ

の共感性が乏しくなってしまうと言われています。新年度が始まり、毎日の生活にも慣れてきた頃ですが、大人も疲れが出てくる頃

かもしれません。一度、自分ならどう声を掛けているかしら…と振り返ってみてください。「親だから…」と子育ての全てを担う必要

はないのです。子育てする中で、困ったこと心配なことがあれば、一緒に考えさせてください。子どもを真ん中にして保護者の皆さ

んと保育園とで“共育て”していきましょう。 

                                                      岸本 正子 

 

  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神にはできる 

「人間にできることではないが、神にはできる。神は何でもできるからだ。」 （マルコ１０：２７） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 イエス様のもとに、一人の裕福な人が来て、永遠の命を受け継ぐためには、何をすればよいかと尋ねました。イエス様は、持ち物

を売り払って貧しい人々に施し、ご自分に従うようにと言われました。すると彼は失望し、悲しみながら立ち去りました。彼は、財

産に対する執着が強かったのです。その後でイエス様は弟子たちに、「財産のある者が神の国に入るのは、なんと難しいことか」と

言われました。弟子たちは驚いて、顔を見合わせながら「それでは、だれが救われるのだろうか」と言いました。それに対してイエ

ス様が言われたのが、上掲の御言葉です。 

 私たちには、出来ないことがたくさんあります。不可能なことばかりです。しかし、神様には何でもおできになります。天地を創

造されたまことの神様は、全能の神です。この神様に信頼していくなら、今まで自分にはできない、無理だと思っていたことも、で

きるようになります。大切なことは、私たちが全能の神にどれだけ信頼するかです。 
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6 月の行事より 

★3 日（土）0.1 歳児クラス懇談会  

 〇9:00～各クラス懇談会 

 10:00～足育講座 

 

★12 日(月) 花の日礼拝  

  神様からの恵みに感謝し、礼拝を守ります。今年は、近隣の方への訪問をする予定です。お花の持ち寄りのご協力

をよろしくお願いいたします。 

検診    

〇6/1（木） 歯科検診   10:00～(2～5 歳児) 

○6/8（木） 眼科検診  14:30～(4,5 歳児) 

○6/21（水）耳鼻科検診   13:10～ (4,5 歳児)   

 

7,8 月の行事より 

★なつまつり  

  いつもの保育園が、おまつりの会場に変身します！7 月 22 日（土）に行う予定です。 

保護者の方と一緒にご参加いただく形になります。皆さんで楽しんで参加していただける形にしたいと計画していま

す。 

★ひばりぐみわくわく保育（仮）（5 歳児） 

  宿泊はありませんが、たくさんの遊びやたくさんの学びをしながら夜まで保育園で楽しく過ごしたいと思います。 

ひばりぐみの子ども達が楽しく過ごすことが出来るように、全職員で協力して取り組みたいと思っています。 

8 月 10 日（金）の予定です。 

わくわく保育の一環である園外保育はただ今、行先検討中です。決まり次第お伝えいたしますので、 

しばらくお待ちください。 

★保育参加会（幼児クラス） 

７月より幼児クラスは保育参加会を行います。 

子ども達と一緒に遊びながら、普段の保育を保護者の方に感じていただければと思っています。 

日時や詳細については各クラスよりお伝えさせていただきます。 

お知らせ 

＊プールについて 

7/3（月）プール開きです。プール遊びの準備物については各クラスで配信いたしますので、後日ご確認お願いいた

します。 

＊虫除けの対応について 

園庭で遊ぶ際は、蚊取り線香を園庭周囲に複数設置しています。 

園外に出かける際は、蚊取り線香の対応はできないので、虫除けスプレー（ディート不使用のもの）を使用していま

す。 

 

お願い 

お子さんの体調の変化がある時はコドモンで早めの連絡をさせて頂いていますが、急を要する場合は保護者の方に

電話連絡をさせていただいています。個人調査票の１番にご記入いただいている番号は仕事中でも必ず電話が取れる

番号にしてください。携帯がとれない時がある方は必ず職場の固定電話でお願いいたします。 

 

 


